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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
確かにかつてのリハビリは機能障害の改善にばかり目が向いていたことは否めませんが、介護保険制度や回復期リハビリ病棟の導入を経て、ICFの普及、そして２０２５年に向けた様々な取り組みを通して、その人らしい暮らしの再構築と支援がリハビリの目標になってまいりました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
大腿骨頸部骨折後の生活の注意点を伝える
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